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解剖学教育に求められているもの
種々の細胞組織機能分子形態学的アプローチの新展開
頭頸部領域の臨床解剖学
免疫病の微小環境を解剖する
聴覚脳と発声機構の進化
みちのくシンポジウムⅠ－先端イメージング技術で観る生命の構造と機能の未知領域－
［解剖学会・生理学会連携シンポジウム］
骨髄幹細胞　－再生医療や難病治療への新しい展開－
脊椎動物における組織・細胞の構造進化　
～比較形態学を基盤とした構造多様性の整理と意義付け～
細胞の死顔
株式会社パーキンエルマージャパンプレゼンツ　　          
◯と△による組織構築ダイナミクス：異種細胞間・異種事象間の交流がもたらす
三次元現象の理解をめざして
分子•オルガネラレベルで考える細胞内ソーティングとアロケーション機構
脈管外通液路の研究変遷とその臨床解剖学
ホメオスタシス制御中枢における機能・形態・行動解析のupdate

午  前

午  後 コメディカル分野の解剖学教員養成
次代を担う小脳回路研究
顎顔面発生研究の新規展開：若手研究者の発想とねらい
光るゼブラフィッシュがひらく新しい解剖学
消化管運動の形態学的基盤　－機能発現を担う細胞とその発生－
感覚器研究の最前線－分離組織標本から何を学ぶか－
幹細胞はどこまで組織構築に迫っているか

午  前

午  後

発光・蛍光物質が切開く生命科学のフロンティア
バイオセンサー研究の新展開 
－線毛を中心とした生体のホメオスタシス維持機構とその異常－
生物の適応放散における歯を中心とする顎顔面の器官形成と分節プラン
神経回路形成研究のcutting edge
核内受容体の機能形態学
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